
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＨＩＭＡＬＡＹＡ ＦＲＩＥＮＤＳＨＩＰ ＣＬＵＢ（略称ＭＨＣ） 

 

特特定定非非営営利利活活動動（（NNPPOO））法法人人  松松本本ヒヒママララヤヤ友友好好会会  
 

 

                                            

 

～～～姉姉姉妹妹妹都都都市市市・・・市市市民民民交交交流流流３３３０００年年年ののの歩歩歩みみみ～～～   

佑   夕照の世界最高峰エベレスト 8848m 

とモン峠 4000ｍのチョルテンと はためくタルチョー 

                 撮影 鈴木 雅則 

事務所・本部 〒390－0852 松本市大字島立 4539 番地 7 

TEL: 0263-47-6197 FAX: 0263-47-5685 
E-mail：mhc@lily.ocn.ne.jp   http://www1.ocn.ne.jp/～mhfc/ 
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ごあいさつ 
 

NPO 法人松本ヒマラヤ友好会（MHC）は、1990 年 4 月に任意団体として創立。松本市は、1989

年 11 月姉妹都市提携を調印したカトマンズ市と、官民一体となった交流を進めるべく松本市カト

マンズ市姉妹提携委員会を設立し、1990 年 4 月、第一回総会において、松本ヒマラヤ友好会は、

その役員に推薦され、その交流推進の責任を担っていくこととなりました。 

 

創立以来約 30 年間、松本市と姉妹都市カトマンズ市との文化・芸術交流や、国際協力事業、及

び山岳スポーツの振興を図る活動等を、積極的に実施し、2000 年 3 月には、特定非営活動(NPO)

法人として県より認証され、今日まで至った次第です。 

 

あらためて、これまでの 30 年間の両市民をはじめとする大勢の皆様からの、ご理解、ご協力、

ご鞭撻に、心から御礼申し上げる次第です。 

 

そしてこの度、MHC が実施した市民レベルの 30 年の歩みを振り返り、その軌跡を、「ヒマラヤ

の青い空とカトマンズ」～姉妹都市・市民交流 30 年の歩み～と表題して、小冊子にまとめること

が、そして、MHC 活動記念館に展示発表する事ができました。編集に当たり、数多くの事業内容

について、簡易で事務的なまとめ方となったことを、お詫び申し上げます。 

一つ一つの事業を振り返ると、各事業への苦労と、様々な思い出がよみがえり、あらためて、

ご理解とご協力いただいた、皆様へ、深い感謝の想いが、込み上げてまいります。 

 

この小冊子に記載された、また記念館に展示発表された各事業活動が、一つの歴史的事実とし

て、次世代に続く市民交流のなお一層の発展に役立つことを、心から願っております。 

 

平成 31 年 2 月 4 日 
 

                    特定非営利活動（NPO）法人松本ヒマラヤ友好会 
                                理事長 鈴木 雅則 
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（名称） 

第 1 条  この法人は、特定非営利活動法人 松本ヒマラヤ友好会 といい、英文名は 
      ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＨＩＭＡＬＡＹＡ ＦＲＩＥＮＤＳＨＩＰＣＬＵＢと 
      して、略称を ＭＨＣ とする。 
 （事務所）   
 第 2 条  この法人は、主たる事務所を長野県松本市大字島立 4539 番地７に置く。 

 
 
 
 
2   この法人は、前項のほか、従たる事務所を 

 Tokha Municipality 10 Kathmandu Nepal House No. 183  に置く 

 

  

 
 

 
 
（目的） 

 第3条  この法人は､ネパール並びにヒマラヤ地域の人々に対して国際協力及び交流に関する事業を行

い、松本市民をはじめとする長野県内外の人々とネパ－ル並びにヒマラヤ地域の人々との友

好を深め、相互の理解と発展に寄与することを目的とする。 
 （特定非営利活動の種類） 
 第 4 条  この法人は、前条の目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動 

を行う。 
   （1） 文化、芸術、スポーツの振興を図る活動 
   （2）  国際協力の活動 
 （事業） 
 第 5 条  この法人は、第 3 条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
      特定非営利活動に係る事業 
     ①ネパール地域の文化、伝統的芸術の紹介、ネパール地域の写真展、ネパール 
      地域の工芸物産品の展示販売の各事業 
     ②北アルプス等での親睦登山、ネパール地域においては、ヒマラヤトレッキング等､山岳を通じ

たスポーツ交流事業 
③国際協力事業基金の設立によるネパール地域の勤勉学生への奨学基金の運営 

      及び学校建設とその運営、医療奉仕、農業指導等の事業への協力 

住所：〒390－0852 松本市大字島立 4539 番地 7 
ＴＥＬ: 0263-47-6197 ＦＡＸ: 0263-47-5685 
E-mail：mhc@lily.ocn.ne.jp   http://www1.ocn.ne.jp/～mhfc/ 

設 立：MPO 法人設立 2000 年 4 月 (当初、任意団体としての設立 1990 年 4 月)  
代表者：理事長 鈴木 雅則 
会員数：232 名（松本本部 56 名 ネパール支部 176 名， 2018 年度） 
事業規模：2000 年度 640 万円    2002 年度 866 万円   2004 年度 1352 万円 

   2006 年度 1578 万円   2007 年度 2170 万円    2008 年度 1560 万円    
 2010 年度 1622 万円   2012 年度 1272 万円     2013 年度 2172 万円  
2015 年度 1015 万円   2016 年度 561 万円   2017 年度 420 万円   

                                                            （税理士法人 成迫会計事務所） 

特定非営利活動法人 松本ヒマラヤ友好会 定款 (抜粋)から 
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①ヒマラヤ写真の第一人者であり日本を代表する山岳写真家内田良平氏の写真展と、松本市内外からの市

民参加によるネパール写真展(1991 年 10 月、1993 年 9 月、1994 年 10 月）を松本駅前のデパート等で

開催。松本市長賞、カトマンズ市長賞等をもうけ盛上げました。1991 年、1994 年の収益金の内、各年

20 万円、計 40 万円を松本市提携員会へ寄付。 

    
山岳写真家内田良平氏の写真展と松本市内外からの市民参加によるネパール写真展開催 

 
②1993 年カトマンズ市の協力製作による世界文化遺産や古都カトマンズ、そして人々の暮らしぶりを、

現地でビデオ収録し、地元 TV 松本のテレビ番組で紹介。松本の建築専門家の解説も行ってもらう。 
③また 1991 年～1995 年まで市民参加による 4 回のヒマラヤ・トレッキングを 4 年連続で地元 TV 松本の

テレビ番組で紹介。ラジオにても解説してネパール・カトマンズの理解を広く求めました。 

    
ＰＬ・シン市長（当時）と内田良平さんの協力を得て、古都カトマンズの伝統的な街づくりを映像化し、地元 TV
松本のテレビ番組で紹介。また 1990 年～1994 年 4 回のヒマラヤトレッキングを実施し、地元ＴＶ松本で紹介。 

 
⑤1994 年 10 月、英語版エベレストトレッキングを元に著者の山岳写真家内田良平さん自身の解説による

「内田良平・エベレスト街道を行く」を TV 松本にて 30 分番組で放映。 
④1995 年 9 月、松本市へ「内田良平作品 15 点」を寄贈、時価 100 万円以上、市民課の内壁に 2014 年現

在も「夕照のエベレスト」の大パネル・サイズ 2ｍ×3ｍが展示されている。 
 
 
 
 
 
 

 
⑥1995 年 10 月に、市姉妹提携委員会主催の第一回市民参加ネパール写真展の開催の運びとなる。鈴木理

事長は実行委員長として運営責任者となる。大勢の方々の出品を得て開催となった。優秀作品にはカト

マンズ市長賞、松本市長賞、他にて表彰。ネパールで活動する民間団体も紹介。 

     
「エベレスト街道を行く」放映 松本市へ「内田良平作品 15 点」を寄贈 第一回市民参加ネパール写真展 

活動に係る事業  

① ネパール地域の文化・伝統的芸術の紹介、ネパール地域の写真展、ネパール地域の

工芸物産展示販売の各事業。 

朝日新聞 
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⑦1998 年 4 月～5 月、市民参加によるカトマンズの世界文化遺産、釈迦の生誕地を訪ねる第一回ネパー

ル文化紀行を実施。これは、カトマンズ市役所からブッダの生誕地ルンビニ訪問を願う想いに答えた

ものであり、前年視察を行い、オリジナル企画として、実施したものである。 
第 2 回は 2003 年 12 月～2004 年 1 月、第 3 回は 2006 年 12 月～2007 年 1 月、第 4 回は 2009 年 1
月、第 5 回目は 2012 年 12 月～2013 年 1 月、にネパール文化紀行を実施。 

    
市民参加によるカトマンズの世界文化遺産、釈迦の生誕地を訪ねる、ネパール文化紀行を実施。 

 
⑧1999 年 6 月には、カトマンズ市役所の全面的協力により、日本初 

100 年前のガラス版ネガによるカトマンズの写真展 25 点、現代カト 
マンズ写真家の写真展、同時に MHC 主催による、第 2 回市民参加 
ネパール写真展を、駐日ネパール王国特命全権大使夫人が出席して、 
開催。応募作品には、カトマンズ市長賞、松本市長賞等を授与し話 
題となりました。 

⑨2001 年 9 月には、松本近郊のデパートで、カトマンズ・ケシャブスタピット市長の紹介によるネパー

ルの一流画家スリージャン・Ｒ・バンダリによる絵画展、同時に第 3 回市民参加ネパール写真展を開催。

開催事には、カトマンズ市から行政官・部長ら家族と共に 7 人来松。友情を深めました。 

    
 

⑩2002 年 6 月には、駐日ネパール王国特命全権大使ケダール・バクタ・マテマ氏ご夫妻を招待して、両

国の絆が一層深まる事を願い、M ウィング 300 人ホールでネパール・ヒマラヤ映画会、及び県内ネパー

ル関係者によるマテマ大使との意見交流会を開催。また、上高地の山岳関係者とマテマ大使との懇談会

をもうけ、山岳交流について話し合いました。 
  

   

100 年前のガラス版ネガによるカトマンズ写真展は大使夫人を招いて開催。ネ画家による絵画展を松本で開催 

 
駐日ネパール王国特命全権大使ケダール・バクタ・マテマ氏ご夫妻を招待しネパール・ヒマラヤ映画会、県内ネ

パール関係者によるマテマ大使との意見交流会、上高地の山岳関係者とマテマ大使との懇談会を開催 

  産経新聞 

中日新聞 

朝日新聞 

市民タイムス 
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⑪2002 年 10 月には、ネパール大使館主催の一般公募第一回ネパール写真展(東京新宿三省堂文化会館で

開催)に、理事長は運営に携わり、副実行委員長、審査員として応援。日本全国から 160 名、作品約 600
点が寄せられ、ネパール大使賞等が選ばれました。橋本元首相を来賓として招待、賛辞を頂く。 

   
橋本元首相も招待されたネパール大使館主催の一般公募第一回ネパール写真展会場 

 
⑫2003 年 5、6 月の 2 回、諏訪市諏訪図書館で、又 2003 年 7 月、松本市 M ウィングで「カトマンズの

街」「エベレストトレッキング」のビデオ映像を鑑賞してもらいながら、各 2 時間講演。2004 年 8 月、

八十二銀行笹賀支店で、ネパール写真展開催。好評を得る。 
⑬2004 年 11 月、松本駅前の中央公民館Ｍウィングで、市民参加の「ネパール文化紀行」報告写真展。 
⑭2005 年 10 月、姉妹提携 15 周年記念登山アイランドピーク登頂報告写真展、一般公募による「市民参

加のカトマンズ写真」他を展示発表しました。 

    
 
 
⑭2005 年 11 月松カ姉妹提携委員会の視察団長として鈴木理事長がカトマンズ市訪問、JICA、日本大使

館と情報交換、カトマンズの武道館の建物と造成地を視察する。帰国後、菅谷市長へ状況報告。 
⑮2006 年 2～3 月、中央公民館Ｍウィングで「2005MHC 登山講習報告写真展」「エベレスト展望トレッ

キングとカトマンズ訪問報告写真展」を開催。写真 120 点と映像で紹介、大勢の来場者がありました。 
 
⑯2006 年 9 月、中央公民館Ｍウィングで、カトマンズ市役所の協力を得て、「カトマンズの世界文化遺

産と伝統的な街づくり」と題し、世界文化遺産の維持保全、周辺整備、新しい街づくり、観光との関

わりについて、鈴木理事長が報告講演を行う。カトマンズへの深い理解に役立った。 
⑰2007 年 1 月、NHK 松本支局において MHC 写真展を開催。A1、A2 パネル写真約 30 点、他 25 点。 
 
 
 
 
 
 
 

八十二銀行笹賀支店写真展 Ｍウィングで姉妹提携 15 周年記念市民参加写真展とアイランドピーク登山報告写真展 

カトマンズ市武道館等視察し、菅谷市長へ帰国報告する、 講演「カ市協力による世界文化遺産と伝統的街づくり」 

朝日新聞 

     毎日新聞 

市民タイムス 
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⑱松本市市制 100 周年事業として、2007 年 9 月 20～25 日「MHC 登山講習」報告写真展、2008 年 1 月 31

～2 月 4 日、「岳都カトマンズ＆エベレスト撮影紀行」報告写真展を松本駅前井上デパートで開催。カトマ

ンズ市長賞を表彰するため、カトマンズから 13 名の視察応援団が来松する。他に松本市長賞、松本商工会

議所会頭賞、各マスコミ賞をもうけ、広く関心がもたれました。 

     
市制施行 100 周年記念「2007MHC 登山講習」写真展開催、カトマンズ市訪問とエベレスト撮影紀行写真展開催 
 
⑲2009 年 7 月 3 日ネパール大使館主催による在県ネパール人と松本市民のサッカー試合交流会、7 月 3 日ホ

テルブエナビスタで市議会議長及び議員との懇談会、中央公民館Ｍウィングでの松本カトマンズ市姉妹提

携 20 周年記念祝賀会開催を松本市と共に支援。MHC の 20 年間の交流・国際協力活動に対し、駐日ネパ

ール政府特命全権大使ガネッシュ・ヨンザン・タマン大使より MHC へ感謝状が授与される。7 月 4 日上

高地、市営アルペンホテルにて、山岳関係者とのネパール交流の懇談会を開催。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳2010.1 月末～2 月始、MHC 創立 20 周年記念事業、カラパタール 5545ｍ登頂を目指した姉妹提携 20 周年

記念「岳都カトマンズ＆エベレスト撮影紀行Ⅱ」報告写真展を井上デパート本館で開催。好評を博す。 
21、2011 年 1 月末～2 月始、プーンヒル 3190ｍ登頂を目指した「岳都カトマンズ訪問とアンナプルナ撮影

紀行」報告写真展として井上デパート本館で開催。一般公募も行いカトマンズ市長賞等授与し好評を博す。 

    
 姉妹提携 20 周年記念「エベレスト撮影紀行Ⅱ」報告写真展及び「アンナプルナ撮影紀行」報告写真展と授与式 

    

 

    

ネ大使館主催による松本市民と在県ネ人とのサッカー試合  タマン大使と市議会議長及び議員との懇談会  

M ウィング 6F でネ大使館主催の松カ姉妹提携 20 周年祝賀会を開催。 上高地で山岳関係者との交流懇談会 
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22、2012 年 1 月末～2 月始、ゴーキョピーク登頂を目指した「岳都カトマンズ訪問とエベレスト撮影紀行Ⅲ」報告

写真展として、井上デパート本館で開催。一般公募も行い、カトマンズ市長賞等授与し、好評を博す。 
23、2013 年 1 月末～2 月始、「第 5 回ネパール文化紀行」報告写真展として、井上デパート本館で開催。⑳21,22,23

は、一般公募も行い、カトマンズ市長賞、松本市長賞、各マスコミ賞を設け、広く関心がもたれました。 

    

岳都カトマンズ訪問とエベレスト撮影紀行Ⅲ報告写真展    第 5 回ネパール文化紀行報告写真展開催 
24、2013 年 9 月初旬に行われた「岳都グリンデルワルト訪問とスイスアルプス展望ハイキング」の報告写真展(松本

市後援）として、井上デパート本館で開催。好評を博す。一般公募も行い松本市長賞等を設け、広く関心がもたれ

ました。 
 
 
 
 
 
25、2005 年～2013 年、毎年 1 回、計 9 回、安曇野市穂高 

北小学校、RTA、児童会から、クムジュン校へサッカ 
ーボール、バレーネット、鉛筆、帳面等の文具 25kg～ 
30 ㎏を寄贈。MHC が支援、運搬と引渡しを行った。 

 
 
26、「ネパール音楽の夕べ」と題し、2007 年 9 月、2008 年 8 月は松本 M ウィング、2012 年 9 月は、松本のあが 

たの森文化会館講堂ホールで開催。2013 年 9 月上高地アルペンホテルで、ネパールの歌姫スンダリミカコンサ 
ートを生演奏によりダンサーの舞踏を披露して開催。 

 
 
 
 
 
 
 
27、ネパール・カトマンズとヒマラヤ講演事業は、松本中央公民館、諏訪市 

図書館、大町山岳博物館、松本市各町会公民館、塩尻市文化会館レザン 
ホール、安曇野市穂高北小学校の講堂等・・毎年のように行っている 

28、ネパール地域の工芸物産の紹介と展示販売は、市営上高地食堂、市営 
上高地アルペンホテルで毎年期間中開催。MHC オリジナル製品をネパ 

ールの支援者みより製作してもらい搬送。 
ネパール貧困女性の経済支援活動にも役立っています。 

     

    

安曇野北小学校生らから文具託される クムジュン校へサッカーボール等寄贈 

「ネパール音楽の夕べ」ネパールの歌姫スンダリ・ミカ・コンサート開催 

  
ネパール工芸物産の紹介と展示販売 

 
 
 

岳都グリンデルワルト訪問とスイスアルプス展望ハイキング」報告写真展開催 

サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
る 

ク
ム
ジ
ュ
ン
校
生 

クムジュン校庭 市民タイムス 
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29、2014 年 10 月 16 日（木）～10 月 19 日（日）に、会場 井上デパート本館 7 階大ホールにおいて、

「岳都カトマンズ訪問と花のエベレスト撮影紀行Ⅳ」の報告と、一般応募作品発表として、表題「岳都

カトマンズ訪問とネパールヒマラヤ」写真展が、開催されました。 

 
表彰式は、2 月 18 日（土）ホテルブエナビスタ 3F グランデ MHC25 周年記念謝恩会場で挙行。 
審査員  山岳写真家 内田良平氏により、優秀作品は、ネパール大使賞、カトマンズ市長賞、松本市

長賞、入賞等が選抜され、ネパール大使賞はバッタライ大使、カトマンズ市長賞はカトマンズ副市長

代理サンタラムポハレルさんが出席。受賞者に直接手渡されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
30、2014 年 10 月 18 日(土)PM6：30～8：45 ホテルブエナビスタ３F グランデにおいて、MHC 創立 25

周年記念謝恩会を開催致しました。来賓者としてネパール特命全権大使マダン・K・バッタライ大使

ご夫妻、カトマンズ市からは、サンタラム・ポハレル副市長代行ら 8 名、又松本市からは、坪田明男

副市長、太田更三市議会議長らも御出席頂き、ご祝辞を賜りました。 
 
 
 
 
 
 
31、2015 年 7 月 9 日、9 月 16 日「ネパールカトマンズスライド上映による講演会」PM6：30～8：

30  M ウィングにおいて、●地震被害の様子と被災者支援・復興について、近況報告 ●ネパールの

歴史・文化・ヒマラヤを解説。 
 
 
 
 
 
32、2015 年 10 月 2 日（金）ＰＭ6：30～ＰＭ8：30 Ｍウィングにおいて MHC 主催 ネパール映画上

映会開催 第一部 「ネパールの被災状況と復興」 講演者 スンダリ・ミカ 第二部「ネパール映

画・カタプタリー風の村の伝説－」 
監督伊藤敏朗提供スタジオサードアイ代表 表杉田和人 

   
 写真展会場     バッタライ大使夫妻と会場で記念撮影 ネパール大使賞を授与 

    
MHC 創立 25 周年記念謝恩会々場 

 

信濃毎日新聞記事 

 
信濃毎日新聞記事 市民タイムス 
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33、2015 年 10 月 15 日（木）～10 月 18 日（日）に、「松本ヒマラヤ友好会山岳写真展―カトマンズ・

ヒマラヤー編」として、会場井上デパート本館 7 階大ホールにおいて、「岳都カトマンズ訪問とエベレ

スト撮影紀行Ⅴ」の事業報告写真展と参加者及び一般応募作品の写真展として開催。 
カトマンズ側からは、賞状と祝辞が寄せられ、交流と相互理解のため高い評価がされました。 

 
 
 
 
 
 
 
34、2016 年年 2 月 4日(木)～2月 7日(日) MHC 山岳スポーツ振興事業－2015MHC 登山講習報告「松

本ヒマラヤ友好会山岳写真展-北アルプス編-」が、会場井上デパート本店 7階催事場大ホールで開催。

報告写真 120 点並びに参加者皆様の作品 50 点が展示され、山岳写真家内田良平さんが審査員となり、

特別賞、金賞、銀賞、銅賞、入賞 3、佳作 3などが表彰されました。 

 
35、2016 年 10 月 13 日（木）～10 月 16 日（日）に、会場 井上デパート本館 7 階大ホールにおいて 

日ネ国交 60 周年記念事業・ＭＨＣ松カ姉妹都市交流事業、表題「松本ヒマラヤ友好会山岳写真展

―カトマンズ・ヒマラヤー編」、「岳都カトマンズ訪問とエベレスト撮影紀行Ⅵ」の事業報告と、参加

者と一般応募の作品発表として開催。ネパール及びカトマンズを紹介する写真展の為、60 周年記念事

業として外務省が後援しました。日本で唯一の日ネ国交 60 周年記念写真展(外務省談)となりました。 
 
 
 
 
 

 
表彰式は、10 月 15 日（土）井上デパート本館 7 階大ホール写真展会場で、アリヤル・ネパール臨

時大使出席の元、盛大に開催。審査員山岳写真家 内田良平氏により、優秀作品は、ネパール大使賞、

カトマンズ市長賞、松本市長賞 各マスコミ賞、入賞等が選抜され、表彰されました。カトマンズ側か

らは、賞状と祝辞が寄せられ、関係者からは、交流と相互理解のため高い評価がされました。 
この写真展は、朝日、毎日、読売、産経、中日の各全国新聞社、地元、信濃毎日、市民タイムス、

長野日報の地方新聞で、写真掲載で紹介され、広く話題を呼びました。 
 
 
 
 
 

     

市民タイムス 
カラパタール 5545ｍからの夕照に輝くエベレスト 8848ｍ 

写真展会場     ネパール臨時大使ご来場    表彰式開催      表彰者の記念撮影 

 

  
毎日新聞 朝日新聞 

市民タイムス 

 松本平タウン情報(当時) 
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36、2017 年 10/12（木）～10/15（日）に会場 井上デパート 7 階大ホールにおいて、「松本ヒマラ

ヤ友好会山岳写真展―2016・2017MHC 登山講習編、中部山岳編が開催されました。事業報告写

真 100 点、応募作品 70点が展示されました。 

   表彰式は、10月 15 日(土)井上デパート本館 7階大ホール写真展会場で開催。審査員山岳写真

家 内田良平氏より、優秀作品は、金賞、銀賞、銅賞、内田良平特別賞、入賞等が選抜され、

表彰されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
37、2018 年 10/4(木)～10/8(月 松本ヒマラヤ友好会山岳写真展―中部山岳・ヨーロッパアルプス

ヒマラヤ編 ・会場井上デパート 7F 大ホール・・報告写真展と一般公募作品 審査員 山岳写

真家 内田良平さん（辛い療養中審査していただき、分かり易い総評もして頂きました。感謝

申し上げます。）優秀作品に金、銀、銅各賞、内田良平特別賞、入賞Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの各賞が厳選され

ました。優れた作品を通じて、来場者に山の魅力を伝えました。 
 
 

    

金賞 残雪の立山連峰縦走路  銀賞 剣が峰映える秋彩  銅賞 奥穂より槍穂連峰を望む   授賞式 
小松 佑次            丸山 祐司                       市川 浩章 

   
金賞 エベレスト  銀賞マッターホルン北東稜を望む 銅賞花の乗鞍高原 内田良平特別賞世界最高峰の夕焼け 

   大村  裕          丸山 清榮      海野 靖子          市川 浩章 

   

中日新聞 

市民タイムス 

内田さんより金賞を授

与される小松佑次さん 
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世界文化遺産バクタプールのトマディ・トーレ ビシュヌ神の神妃ラクシュミーを祀

るニャタポラ寺院(1,708 年建造)やバイラブ寺院(1718 年建造)が建つ広場周辺の名前 

世界文化遺産 バクタプールに建つニャタポラ寺院。1708 年建

造。トマディ・トーレの広場を歩く母と子 
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世界文化遺産 パタンの旧王宮前広場と建物群 

世界文化遺産 チャングナラヤン寺院 ビシュヌ神を祀る AD4Ｃ建造 
カトマンズ盆地で最も古く、美しい建物として有名。 
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世界文化遺産 カトマンズ旧王宮、バサンタプールバワン９階最上階からの市街  

世界文化遺産スワヤンブナート ストゥーパ様式の仏教寺院 カトマンズの西の丘の上に建ち。起

源は 2000 年前に遡る。秋から冬に霧がよく立ち込め、やがて光が差し込むと、いち早くスワヤンブ

ナートにあたる。 猿が多く住みつき、「モンキーテンプル」とも呼ばれる。 
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⑱2000 年~2018 年度まで、毎年、NPO 法人松本ヒマラヤ友好会の山岳スポーツ振興事業として、ヒマラ

ヤの高所登山経験を生かして、「安全で楽しい登山」を目標に、登山技術と登山に必要な知識を系統的

に習得する MHC 登山講習を松本市共催事業（松本市山岳観光課）として開講。市民登山講習 15 講座

～20 講座として、中部山岳の北アルプス等で行っています。ヒマラヤを目指す市民にとっても、良い

予備登山となっています。創立から述べ人数 6500 名余の参加者を数えます。 
   

受講者は優れた登山技術を習得することで、あらためて安全登山についての認識を深めて頂き、山岳に

対する豊富な知識と経験を積んだ愛好家として、また登山パーティーのリーダーとしても養成されてい

く事でしょう 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして事業年度毎（2000 年～2018 年の毎年）に M ウィング又は井上デパートにて、MHC 登山講習の

報告写真展と市民参加の一般公募写真展を開催。優秀作品は、山岳写真家内田良平さんの審査により、

金、銀、銅賞、内田良平特別賞等を厳選し表彰しています。撮影テクニックを得ていただいた参加者の

優秀作品を多くの方々に鑑賞していただく事で、一般市民の皆様にも自然や登山への関心を深めてもら

うことが出来るでしょう。 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
また 2002 年以来開催している、上高地バスターミナル市営上高地食堂 2F の 
特設会場での常設写展（松本市共催、毎年 4/下旬から 11/15 まで）も、好評にて開催中。 
 

      
毎年報告写真展開催  優秀作品を表彰  山岳写真講習の様子 MHC 登山講習を開催 槍穂縦走路を行く 

   

  

  

松本平タウン情報（当時） 

山
岳
写
真
講
師 

写
真
家 

内
田
良
平
氏 

②市民参加による北アルプス等での登山講習、ネパール地域においては、ヒマ 

ラヤトレッキング等、山岳を通じたスポーツ交流事業。 

   

   

6 月上旬 残雪の槍ヶ岳 

 

朝の槍ヶ岳    槍沢を登る   東鎌尾根を行く 

槍肩からの槍ヶ岳  槍岩峰を登る  槍山頂に登頂 

奥穂高岳都雷鳥  滑落停止の訓練 雪山講習八ヶ岳を登る 

講
習
責
任
者 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
理
事
長 

 写写真真展展特特設設会会場場のの様様子子  

鈴
木
雅
則 
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槍ヶ岳を背景に縦走路を行く  7 月 MHC 登山講習「燕・槍ヶ岳縦走、天狗池経由上高地へ」から 

紅葉に色づく穂高岳涸沢  10 月 MHC 登山講習「紅葉の涸沢・奥又白を行く」から 

ＭＨＣ登山講習 
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八ヶ岳主峰赤岳 2899ｍ、阿弥陀岳 2805ｍを背景に雪の硫黄岳稜線を登る  
3 月 MHC 登山講習「白銀の硫黄岳」から 

穂高岳を背景に滑落停止の練習を行う 5 月 MHC 登山講習「残雪の常念岳」から 
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ヒマラヤトレッキング 

8000m 峰エベレスト、ローツェを望みエベレスト街道を行く カ市長を表敬訪問、歓迎される 
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姉妹提携以来、1990 年から 2018 年までの間、市民参加により、北アルプス登山等で MHC 登山講習に

て体力調整しながら、姉妹都市カトマンズを訪問し、カトマンズ市の協力を得てネパールの文化に触れな

がら、ヒマラヤトレッキング及びハイキングを計 27 回実施。 
その範囲は、クーンブヒマール、ランタンヒマール、アンナプルナ、ダウラギリヒマール方面に及び、2018
年末まで述べ 360 余名が参加。現在まで全くの無事故、全員感激の内に終了してきている。 

 
 
 
 
 
 
 
①1990 年 12 月～,91 年 1 月、ロールワリントレッキング、13 名。1991 年 12 月～,92 年 1 月、アンナプル

ナ・ムクチナートトレッキング、13 名。1992 年 12 月～,93 年 1 月、エベレスト・ゴーキョピーク登頂ト

レッキング、13 名参加、5 名登頂。 
②1994 年 12 月～1995 年 1 月には、姉妹提携 5 周年記念エベレストトレッキングに 40 名以上が参加。カラ

パタールピーク 5545ｍに参加者 17 名が登頂。カトマンズ姉妹提携委員会(当時)からも 2 名参加する。 
 上記 4 回のトレッキングは、地元 TV 松本で、30 分及び 1 時間番組として、映像を放映する。 
 
 
 
 
 
 
③1995 年 12 月～,96 年 1 月アンナプルナ・トレッキングに 14 名参加 
④1997 年 4～5 月ランタンヒマール・ヤラピーク 5500ｍ登頂トレッキングに 

19 名参加、13 名が登頂する。 
⑤1997 年 12 月～,98 年 1 月エベレスト・パノラマトレッキングに 17 名参加。 
⑥1998 年 12 月～1999 年 1 月には、姉妹提携 10 周年記念エベレストゴーキョ 

ピーク 5360ｍトレッキングに 24 名参加、24 名全員が登頂。 

    
 

    

ロールワリンヒマール アンアプルナ・ムクチナート  エベレスト・ゴーキョ、カラパタール各トレッキング 

アンナプルナ・トレッキング           ランタンヒマール・ヤラピーク 5500ｍ登頂トレッキング  

     
エベレスト・パノラマ・トレッキング        姉妹提携 10 周年記念ゴーキョピーク・トレッキング 

 
民族衣装サリーを着て、市長へ報告 
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⑦2000 年 4～5 月には、メラピーク・ヒマラヤ登山 6476ｍに 16 名が参加。参加者 13 名が見事登頂を果たし、

カトマンズ・ケシャブスタピット市長から登頂祝賀会を市長公邸で開催して頂き。祝辞を頂きました。 
⑧2000 年 12~,01 年 1 月、エベレスト・ファミリートレッキング 19 名参加、エベレスト街道をタンボチェへ 
⑨2002 年 7~8 月、2003 年 6~8 月、クライミングシェルパを講師に、穂高岳涸沢でザイルワーク登山講習。 
 
 
 
 
 
 
 
⑩2004 年 4～5 月には、姉妹提携 15 周年記念アイランドピーク・ヒマラヤ登山 6160ｍに 8 名が参加。フィ

ックスザイル 50ｍ×5 本、250ｍを使用し、斜度 80 度の雪壁を登り詰め、参加者 4 名が見事登頂。 
⑪2005 年 12～,06 年 1 月、エベレスト展望トレッキングとカトマンズ訪問 9 名参加。2～3 月初、報告写真展。 
⑪2007 年 12 月～,08 年 1 月、松本市市制 100 周年事業として、「岳都カトマンズ＆エベレスト撮影紀行」と

してゴーキョピーク 5360ｍ登頂トレッキングを実施。20 名の登頂を果たし、1 月報告写真展を開催し、カ

トマンズ市長賞を表彰するため、カトマンズから 13 名の視察応援団が来松する。 

    
 
 
⑫2009 年 12 月～,10 年 1 月、MHC 創立 20 周年記念事業として姉妹提携 20 周年記念「岳都カトマンズ＆エ

ベレスト撮影紀行Ⅱ」としてカラパタール 5545ｍ登頂トレッキングを実施。16 名の登頂を果す。 
⑬2010 年 12 月～2011 年 1 月、「岳都カトマンズ訪問とアンナプルナ撮影紀行」として、プーンヒル 3194ｍ

登頂トレッキングを、カトマンズから 2 名を加えた 15 名で実施。14 名が登頂を果たした。 

     

 
⑭2011 年 12 月～2012 年 1 月、「岳都カトマンズ訪問 
 とエベレスト撮影紀行Ⅲ」としてゴーキョピーク 

5360ｍ登頂トレッキングを実施。 
13 名の登頂を果たす。 

 

2000 年メラピーク登山 6476ｍに 13 名登頂。カ市から登頂祝賀会に招待される。 穂高岳涸沢でザイルワーク講習 

姉妹提携 15 周年記念アイランドピーク登山 6160ｍ  松本市市制 100 周年事業「エベレスト撮影紀行」 

姉妹提携 20 周年記念エベレスト撮影紀行Ⅱ                      アンナプルナ撮影紀行    

  
エベレスト撮影紀行Ⅲトレッキング 
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⑮2013 年 8 月～9 月、「岳都グリンデルワルト訪問とスイスアルプス展望ハイキング」として、30 名が参

加して、グリンデルワルト村々長らより大歓迎され、姉妹都市交流の責任も果たす。アイガー周辺、マ

ッターホルン周辺を飽きなくハイキングする。 
 
 
 
 
 
 
⑯2014 年 4 月～2014 年 5 月、姉妹提携 25 周年記念「岳都カトマンズ訪問とエベレスト撮影紀行Ⅳ」と

してカトマンズから 2 名を加えた 9 名で実施。菅谷昭松本市長の親書を持ち、カトマンズ市を表敬訪問。

又エベレスト街道を登り、MHC が学生寮 2 棟、水道 600ｍ引き込みしたクムジュン校の学校訪問を行

い学生らとの交流をする。カトマンズ帰還後、短期大学へ通う MHC 奨学生らを激励し意見交換を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑰、2014 年 12 月 24 日～2015 年 1 月 11 日、「岳都カトマンズ訪問とエベレスト撮影紀行Ⅴ」は、松本市

民を始めとする参加者 6名により実施。参加者一行は、カトマンズ市を表敬訪問して古都カトマンズを

探訪し、エベレスト山群の山麓を奥深く巡り、カラパタールピーク 5545ｍの登頂を見事果たしました。、 
 
 
 
 
 

 
MHC 松本カトマンズ姉妹都市交流事業としての「山と美しい自然」を仲立ちとした岳都交流と、松カ

姉妹都市交流の責任も果して参りました。 
 
 
 
 
 
 

    

    
 

30 名が参加した、岳都グリンデルワルト訪問とスイスアルプス展望ハイキング 

カトマンズ市へ表敬訪問 ナムチェ上部のラリーグラス ナムチェからクムジュンへの登り クムジュン校と校庭 

MHC 学生寮と校長らと記念撮影 学生と交流会   通学路から望むエベレスト MHC 奨学生を激励 

    
カトマンズ市長表敬    ピークを目指し登る カラパタールに見事登頂 夕照に輝くエベレストの雄姿 

  
松本平タウン情報(当時) 市民タイムス
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⑱2015 年 12 月 23 日～2016 年 1 月 7 日、「岳都カトマンズ訪問＆エベレスト撮影紀行Ⅵ」は、松本市民

を始めとする参加者 6 名により実施。参加者一行は、カトマンズ市を表敬訪問して被災したカトマン

ズの世界文化遺産を視察、MHC ネパール支部を通じ市民交流も行い、松本市との姉妹都市交流の責任

も果して参りました。 

またエベレスト撮影紀行Ⅵでは、エベレスト街道沿いのコースを実際歩き、ゴーキョピーク 5360ｍの

登頂を見事果たして、トレッキングコースの修繕状況や村の復興状況を視察し、観光復興状況を確認。

カトマンズへ帰還後、ネパール山岳協会アン・ツェリン・シェルパ会長と会い、エベレスト方面の震

災は、復興し、受け入れ態勢も準備ができ、観光にはほぼ支障が無い旨、日本の皆様に伝えることを

約束し、「山と美しい自然」を仲立ちとした岳都交流も行って参りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 カトマンズ市を表敬訪問 エベレスト街道を行く クムジュン校へ文具を遺贈 ゴーキョピークを登る 

  ピークへ見事登頂 夕照に染まるエベレスト・ローツェ 村の復興状況の確認 アンツェリン会長らと懇談 

      

         

市民タイムス 

中日新聞 

毎日新聞 松本平タウン情報(当時) 

報道各社を通じて、日本の

皆様に報道され、ネパール

山岳協会にも、その事が伝

わりました。 
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●カトマンズのカレッジ(短期大学)へ通学する勤勉学生への奨学基金制度を 1996 年に設立する。ヒヒママララヤヤ

トトレレッッキキンンググ等等でで誠誠実実にに対対応応すするるシシェェルルパパ族族のの青青少少年年のの教教育育促促進進にに尽尽くくすすたためめ、、カカトトママンンズズ支支部部をを通通じじ

向向学学心心旺旺盛盛ななカカトトママンンズズののカカレレッッジジへへ進進学学すするる学学生生へへ支支援援すするる。。これらの運営資金は、MHC 登山講習

及び寄付金、講演料、物産展示販売の収益を国際協力事業基金に積立し、監視の元、使用されている。 
●カレッジ学生に現在年間 12 名に、１名月 3000 ルピーを 2 年間。2018 年 9 月現在 

23 期生を迎える。(卒業生含現在まで 104 名の奨学生を支援)カトマンズ支 
部に奨学基金事務局を設置。パサンダワ事務局長が１ヵ月毎に学生の様子を確 
認し、奨学生に奨学金を支給している。 

●全員、カトマンズの大学でホテル経営学、教育学コース、エンジニアコース、 
医師などを専攻し苦学しています。若い彼らが、ネパールの将来を背負って立つ事でしょう。 

 

                
 
 

                 
 
            

                
 
 

               
 
           

              
 

③ 国際協力事業基金の設立によるネパール地域の勤勉学生及び医学生への奨学

基金の運営及び学校建設とその運営、医療奉仕、農業指導等の事業への協力 

 
パサンダワ奨学金事務局長 

第 1 期生 3 名            第 2 期生 3 名        第 3 期生 3 名 

ペンバヌル  ターラデビ ティミツェリン ツェリンオングチョ ビムシェライ アンニマ   ミグマツゥンズ  ニマヌル 

第 4 期生 3 名            第 5 期生 3 名 

アバヤシャライ  ラクマンアドカリ カンチプチ ダワヤンジ  カンチフティ アンナムジャ   タシツェリン  ラクパヌル 

第 6 期生 3 名            第 7 期生 3 名             第 8 期生 4 名 

ツェリンユティン ダワヤンジ ツェリンダルジ  ペンバヌル  ペマシェルパ  アンヌル    アンダワ   ミグナツェリン 

第 9 期生 3 名             第 10 期生 3 名 

ツェリンオンム ソナムフィンジョ タシツェリン パサンツェリン ダワツェリン アジュンカセット  クンガタシ  フドマ 

第 11 期生 5 名                 第 12 期生 3 名 

カンチプティ カンチャヌル  チェティンタシ  フラヤンジ  ソナムエシ  ミグマリタ  ダワヤンジ  フラタシ 

        
13 期生 
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～2011 年） 

            

 

   
                               

                 
                           

                
                               

          
                                     

         
 

            
       

      ：  
 
 

     第 13 期生 6 名 （2008 年～2010 年）                   第 14 期生 6 名（2009 

ナワンドルジ  フバソナム  ミグマドルジ  ニマラム   ペンバジャム チェティンダルジ ニグマヌル  ニマドマ 

第 15 期生 7 名（2010 年～2012 年） 

ペンバジャム ペマチャムジ  タシフティ  ツェリンドマ  ツェリンカンチ ラクパテンヅ  ナワンヒンジョ ツェリン・タシ 
第 16 期生 5 名（2011 年～2013 年） 

フーバテンジン ソナムドカ    ダワパサン  ダワフティ   ニマドマ    ドマヌル     ペマチュティン パサンヌル 
第 17 期生 6 名（2012 年～2014 年   

ツェリンウォンム ペンバツェリン タシフティ  ニマオンチュク  ツェリンカツワル  カミツェリン ラクパカンチ  フラカンチ 

ドリジチェティン パルデンドマ 

第 19 期生 6 名（2014 年～2016 年） 

第 20期生 5名（2015年～2017年） 第 21 期生 6 名 2016 年～2018 年 

第 22 期生名 5 名 2017～2019 年 

第 23 期生 6 名 2018 年～2020 年 

ドルジギャルゼン  ミグマラム  ニマヌル  パサンヤンジ   サパナライ ツェリンパルデン 

ミグマタマン ナワンチリン  ペンバチレ カミテンバ ワンディシェルパ 

チェワンオアルム フ・ドルジ  ニマ・ドカ 

ペンバテンジン サガットバストラ  ツェリン 
ワングチュ 

ソナムギャルゼン リタドルジ ダワジャグム  チャワンパルム ラクパヤンジ 

ラクパヌル ラクパツェリン  パサンツェリン ソナムウォンディ ペマドカ  ソナム・チュティン 

 第 15 期生ツェリン・タシ 

NepalMedical Collage で勉学、

2018 年医師試験に合格し、現在イ

ンドでインターシップ期間中。 

第 18 期生 5 名（2013 年～2015 年 

- 35 -



                             
 
 
 

 
   20
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と
最
奥
に
鈴
木
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事
長
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長

 

●
 

国
際

協
力
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進
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ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
国

際
協

力
事

業
基

金
の

設
立

に
よ

る
ネ

パ
ー

ル
地

域
の

勤
勉

学
生

の
為
の

奨
学

基
金

の
運

営
 

●
カ

ト
マ

ン
ズ

の
カ

レ
ッ

ジ
(
短

期
大

学
)
へ

通
学

す
る

勤
勉

学
生

へ
の

奨
学

金
を

1
9
9
6
年

よ
り

支
給

。
シ

ェ
ル

パ
族

の
青

少
年

の
教

育
促

進
に

尽
く

す
た

め
、

カ
ト

マ
ン

ズ
支

部
を

通
じ

向
学

心
旺

盛
な

カ
ト

マ
ン

ズ
の

カ
レ

ッ
ジ

へ
進

学
す

る
学

生
へ

支
援

す
る

。
 

 ●
カ

レ
ッ

ジ
学

生
1
2
名

/
一

年
に

、
月

3
0
0
0
ル

ピ
/
一

人
、

2
年

間
奨

学
金

支
給

。
2
0
1
8
年

1
2
月

現
在

2
3
期

生
を

迎
え
る

。
(
卒

業
生

含
め

現
在

ま
で

1
0
4
名

を
支

援
)
カ

ト
マ

ン

ズ
支

部
に

奨
学

金
事

務
局

を
設

置
。

１
ヵ

月
毎

に
学

生
の

様
子

を
確

認
し

、
奨

学
生

に
奨

学
金

を
支

給
し

て
い

る
。

 

 ●
国

際
協

力
事

業
基

金
の

積
立
 
 

M
H
C
登

山
講

習
及

び
寄

付
金

、
講

演
料

、
物

産
展

示
販

売
の

収
益

が
国

際
協

力
事

業
基

金
に

積
立

て
ら

れ
ま

し
た

。
私

達
の

小
さ

な
活

動
が

ネ
パ

ー
ル

の
青

少
年

の
教

育
の

為
に

役

立
っ

て
い

ま
す
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卒

業
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村
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行
政
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学
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の

先
生
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病

院
の

医
者

、
ロ

ッ
ヂ

の
経

営
、

等
に

携
わ

っ
て

い
ま

す
。

 

 
ネ
パ
ー
ル
医
科
大
学

 
M

H
C

奨
学

生
ツ

ェ
リ

ン
・
タ

シ
君

は
医

師
試

験
に

合
格

20
18

年
度
は
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
期
間
中
で
す
。 

診
察
中
の
奨
学
生
タ
シ
君

 

20
09

年
3
月
ネ
パ
ー
ル
医
科
大
学
生
で

M
H

C
奨
学
生
、
医
学
生

5
年
生
の
ポ
ナ
ム
・
キ

ャ
ン
デ
－
ル
さ
ん

(当
時

22
歳

)と
ソ
ナ
リ
・
カ
フ
レ
さ
ん

(当
時

22
歳

)を
信
州
大
医
学
部

イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
講
習
生
と
し
て
学
ん
で
も
ら
う
。

 
     

ソ
ナ
リ
さ
ん

 ポ
ナ
ム
さ
ん

 

松
本
城
を
観
光

 

  
菅
谷
市
長
表
敬
訪
問

 

修
了
証
交
付
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 ●●ソソルルククンンブブ、、エエベベレレスストト街街道道沿沿いいののククムムジジュュンン村村ヒヒララリリーーススククーールル・・ククムムジジュュンン校校のの遠遠隔隔地地通通学学高高校校生生のの

為為のの新新学学生生寮寮建建設設、、水水道道引引込込みみ工工事事。。  
  
③2001 年～2002 年冬期に資材を用意。建設敷地は､クムジュン村クムジュン校内中央に確保｡2002 年 3 月

15 日着工。新学生寮(60ft×21ft)、台所・食堂(34.5ft×21ft)シャワー室(19.5ft×9.0ft)、総面積約 200 ㎡、

水道引込み 600ｍと貯水槽の建設が進められる。7 月 4 日に完成引渡｡総工事費は､約 510 万円であった。 
④この費用は、外務省の草の根無償資金協力を得ることが出来、2001 年 10 月 12 日、カトマンズの日本大

使館において「クムジュンスクールの新学生寮建設の為のプロジェクト」と題し鈴木雅則理事長がカト

マンズの日本大使館と契約を交わし、33,998 ドル(当時約 440 万円)の援助を受けた。 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
⑤2011 年 5 月 26～29 日、松本ヒマラヤ友好会鈴木雅則理事長は、ヒラリースクール・クムジュン校開設

50 周年式典に招待され、現地クムジュン校式典会場に出席。来賓の文部大臣代理マハシュラム・シャル

マ氏より、故エドモンドヒラリー氏夫人ジュンヒラリーさんと共に、理事長に感謝状が授与される。 
⑥創立 50 周年を記念して新しい食堂を建設。MHC の建物の台所・食堂を、学生寮に改造し、増える学生

達の宿泊施設要望に答える事とした 
 
 

 
 

 

      

        

       

     
 

6 月末、ヒラリースクール・クムジュン校の遠隔地通学高校生の為の新学生寮建設、水道引込み工事完了する 

2002 年 7 月 4 日、鈴木理事長が主賓となり、完成引き渡し式が行われる。学生達がお祝いの踊りを披露 

創立 50 周年を記念して新しい食堂を建設し、MHC の建物を学生寮に改造。MHC 理事長に感謝状が授与される 

 
エベレストを望む峠を越えると、神の山クンビーラの麓に広がるクムジュン校 

外
務
省
広
報
に
完
成
引
渡
を
掲
載 

     

ヒラリースクール・クムジュ

ン校学生寮の完成引渡の情報

は、山と渓谷社に掲載され、日

本全国に報道されました。カト

マンズの複数の主要新聞 3 社で

も、同様に記事が掲載され、カ

トマンズでも報道されました。 

信濃毎日新聞 毎日新聞 市民タイムス 山と渓谷社 
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エドモンドヒラリーさんは、1953.5.29 イギリスのエベレスト登山隊の隊員として、世界

最高峰エベレスト 8848ｍに初登頂しました。登頂後、エベレスト周辺の峰々を登りながら、

エベレスト山麓に学校と病院が無いことに苦悶する。 

 

ある夜、岩陰で焚火を囲みながら、「シェルパの人々に何かできることはないか」とヒラ

リー卿が尋ねると老シェルパが「クムジュン村の子供たちは、ヒマラヤの青い空のようなき

れいな目を持っているが、知識を通して見る事が出来ない、学校が必要だ」との進言から、

1960 年クムジュン村にアルミニューム性の小さな校舎を建設。1961 年公認のヒラリースク

ール・クムジュン校が開校される。 

 

隣のクンデ村からも、生徒が集まり、靴を履いていない 47 人の子供たちが、この地域初

めての近代教育を受ける生徒となりました。そして現在、クムジュン校は、10 学年まで学ぶ

ことが出来、優秀な学生はカトマンズの大学で学ぶことを希望し、当ＭＨＣでは、奨学基金

を設け、応援しています。彼らの多くは故郷に帰り、地元の発展に貢献しています。クムジ

ュン校は、総生徒数 350 余名を数え、この地域では最優秀校と賞賛されています。 

 

エモンドヒラリーさんは、2008 年、皆に惜しまれながら、お亡くなりになりました。ご冥

福をお祈り申し上げます。 

 

1960 年、最初に建設されたアルミニューム性の

小さな校舎、クムジュン校が開設される 

エドモンドヒラリーさんの胸像。2008 年に、

惜しまれながらお亡くなりになりました。 
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親
愛

な
る

理
事

長
と

松
本

ヒ
マ

ラ
ヤ

友
好

会
（

M
H

C
）

の
皆

様
へ

 

ネ
パ

ー
ル

か
ら

ご
挨

拶
致

し
ま

す
 

 

ま
ず

最
初

に
、

M
H

C
理

事
長

鈴
木

雅
則

氏
に

、
山

岳
民

族
へ

の
協

力
と

支
援

の
感

謝
申

し
上

げ
た

い
。

私
は

、
M

H
C

20
18

度
総

会
が

成
功

裏
に

終
え

る
こ

と
を

、
心

よ
り

貴
方

に
申

し
上

げ
ま

す
。

 

松
本

ヒ
マ

ラ
ヤ

友
好

会
（

M
H

C
）

は
、

過
去

22
年

間
、

エ
ベ

レ
ス

ト
地

域
の

教
育

分
野

で
、

特
別

に
ネ

パ
ー

ル
を

支
援

し
て

き
ま

し
た

.M
H

C
は

ク
－

ン
ブ

地
域

の
教

育
改

善
に

大
き

く
貢

献
し

て
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し

た
。

 

M
H

C
は

20
02

年
に

ク
ム

ジ
ュ

ン
の

学
校

の
学

生
寮

を
建

設
。
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来
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、

M
H

C
が

高
等

教
育

の
た

め
に

ク
ー

ン
ブ

地
域

の
学

生

の
た

め
に

19
96

年
以

来
継

続
的

に
支

給
し

て
い

る
M

H
C
奨

学
基

金
制

度
で

す
。
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、
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が
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る
ヒ

マ
ラ

ヤ
ン

財
団

や
M

H
C

の
よ

う
な

団

体
の

よ
う

に
、

学
校

の
教

育
の

質
を

向
上

さ
せ

、
学

生
と

教
師

の
熱
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に
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を
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光
は

安
全

で
す

」
と

、
す

べ
て

へ
向

か
っ

て
、

肯
定

的
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
っ

た
と

思
い

ま
す

。
 

 私
達

は
、

ヒ
マ

ラ
ヤ

の
人

々
の

為
の

、
長

い
間

の
ご

支
援

、
皆

様
の

ご
愛

顧
、

寛
大

な
ご

配
慮

に
対

し
て

、

日
本

及
び

M
H

C
の

全
会

員
の

皆
様

に
心

よ
り

お
礼

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

皆
様

の
ご

健
康

を
お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。
 

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 
パ

サ
ン

・
ダ

ワ
・

シ
ェ

ル
パ

 

D
ea

r 
Pr

es
id

en
t &

 a
ll 

th
e 

re
sp

ec
te

d 
m

em
be

rs
 o

f M
at

su
m

ot
o 

H
im

al
ay

a 
Fr

ie
nd

sh
ip

 C
lu

b 
( M

H
C)

  

M
an

y 
G

re
et

in
gs

 fr
om

 N
ep

al
 

Fi
rs

t 
of

 a
ll 

I 
w

ou
ld

 li
ke

 t
o 

th
an

k 
M

r 
M

as
an

or
i S

uz
uk

i P
re

si
de

nt
 o

f M
H

C 
fo

r 
th

e 
ki

nd
 c

oo
pe

ra
ti

on
 

an
d 

su
pp

or
t 

to
 m

ou
nt

ai
n 

pe
op

le
. I

 w
ou

ld
 li

ke
 t

o 
ex

te
nd

 m
y 

be
st

 w
is

he
s 

to
 y

ou
 a

ll 
fo

r 
a 

su
cc

es
sf

ul
 

an
nu

al
 g

en
er

al
 m

ee
ti

ng
 o

f M
H

C 
20

18
. 

 

M
at

su
m

ot
o 

H
im

al
ay

a 
Fr

ie
nd

sh
ip

 C
lu

b 
(M

H
C

) 
ha

s 
be

en
 s

up
po

rt
in

g 
N

ep
al

 s
pe

ci
al

ly
 i

n 
Ev

er
es

t 

re
gi

on
 i

n 
th

e 
fie

ld
 o

f 
ed

uc
at

io
n 

fo
r 

th
e 

la
st

 2
2 

ye
ar

s.
M

H
C 

ha
s 

co
nt

ri
bu

te
d 

tr
em

en
do

us
ly

 f
or

 t
he

 

be
tt

er
m

en
t 

of
 e

du
ca

ti
on

 o
f K

hu
m

bu
. M

H
C 

co
ns

tr
uc

te
d 

ho
st

el
 fo

r 
K

hu
m

ju
ng

 s
ch

oo
l i

n 
20

02
.It

 h
as

 

be
en

 p
ro

vi
di

ng
 fi

na
nc

ia
l a

ss
is

ta
nc

e 
fo

r 
el

ec
tr

ic
it

y 
co

st
 o

f t
he

 h
os

te
l, 

an
d 

by
 fa

r 
th

e 
m

os
t i

m
po

rt
an

t 

ac
ti

vi
ty

 is
 t

he
 S

ch
ol

ar
sh

ip
 p

ro
gr

am
 t

ha
t 

it
 M

H
C 

ha
s 

be
en

 p
ro

vi
di

ng
 c

on
ti

nu
ou

sl
y 

si
nc

e 
19

96
 f

or
 

th
e 

st
ud

en
ts

 o
f K

hu
m

bu
 fo

r 
th

ei
r 

hi
gh

er
 e

du
ca

ti
on

. (
af

te
r 

SE
E

) 

 I
t 

w
as

 g
re

at
 o

pp
or

tu
ni

ty
 f

or
 m

e 
to

 c
on

ne
ct

 w
it

h 
yo

u 
in

 1
99

6,
 s

in
ce

 t
he

n 
M

H
C 

ha
ve

 s
ta

rt
ed

 t
o 

pr
ov

id
e 

th
e 

sc
ho

la
rs

hi
p 

su
pp

or
t 

pr
og

ra
m

 c
on

ti
nu

ou
sl

y.
 B

y 
20

17
, 

98
 s

tu
de

nt
s 

ha
ve

 g
ot

 t
he

 

op
po

rt
un

it
y 

to
 p

ur
su

e 
th

ei
r 

hi
gh

er
 e

du
ca

ti
on

 i
n 

K
at

hm
an

du
 f

ro
m

 t
he

 s
ch

ol
ar

sh
ip

 s
up

po
rt

 f
ro

m
 

M
H

C.
 

K
hu

m
ju

ng
 s

ch
oo

l i
s 

go
ve

rn
m

en
t 

sc
ho

ol
 a

nd
 a

ll 
th

e 
co

ur
se

 w
as

 b
as

ed
 in

 N
ep

al
i l

an
gu

ag
e 

m
ed

iu
m

. 

In
 2

01
1 

on
 th

e 
oc

ca
si

on
 o

f G
ol

de
n 

Ju
bi

le
e,

 L
oc

al
 p

eo
pl

e 
in

it
ia

te
d 

an
d 

ch
an

ge
d 

th
e 

al
l c

ou
rs

e 
ba

se
d 

in
 E

ng
lis

h 
La

ng
ua

ge
. N

ow
 s

tu
de

nt
s 

ar
e 

ge
tt

in
g 

ed
uc

at
io

n 
in

 E
ng

lis
h 

m
ed

iu
m

 s
o 

th
at

 c
hi

ld
re

n 
ge

t 

sa
m

e 
sl

an
de

re
d 

of
 e

du
ca

ti
on

 li
ke

 K
at

hm
an

du
. 

 K
hu

m
ju

ng
 s

ch
oo

l i
s 

at
te

m
pt

in
g 

to
 p

ro
vi

de
 q

ua
lit

y 

ed
uc

at
io

n 
in

 t
he

 m
ou

nt
ai

n 
re

gi
on

, 
at

 t
he

 a
lt

it
ud

e 
of

 3
79

0 
M

TR
S 

w
he

re
 t

he
re

 i
s 

lim
it

ed
 

go
ve

rn
m

en
t 

co
nc

er
n 

an
d 

fa
ci

lit
y.

  
W

e 
ar

e 
ve

ry
 l

uc
ky

 t
o 

ha
ve

 w
el

l 
w

is
he

r 
&

 s
up

po
rt

er
 l

ik
e 

Si
r 

E
dm

un
d 

H
ill

ar
y’

s 
or

ga
ni

za
ti

on
 H

im
al

ay
an

 T
ru

st
 a

nd
 o

rg
an

iz
at

io
ns

 l
ik

e 
M

H
C 

w
ho

 h
av

e 
be

en
 

su
pp

or
ti

ng
 t

o 
im

pr
ov

e 
th

e 
ed

uc
at

io
n 

qu
al

it
y 

of
 t

he
 s

ch
oo

l 
an

d 
m

ot
iv

at
e 

it
s 

st
ud

en
t 

&
 t

ea
ch

er
s.

  

略
  

  
 I

 w
ou

ld
 li

ke
 t

o 
th

an
k 

M
r 

Su
zu

ki
 S

an
 fo

r 
or

ga
ni

zi
ng

 t
he

 M
H

C
 T

re
kk

in
g 

gr
ou

p 
 t

o 
G

ok
yo

 E
ve

re
st

 

re
gi

on
 in

 w
in

te
r 

20
15

 r
ig

ht
 a

ft
er

 t
he

 e
ar

th
qu

ak
e.

 I
 b

el
ie

ve
, t

he
 M

H
C 

m
em

be
rs

 T
re

kk
in

g 
gr

ou
p 

to
 

E
ve

re
st

 r
eg

io
n 

m
ot

iv
at

ed
 m

an
y 

lo
ca

l a
nd

 in
te

rn
at

io
na

l p
eo

pl
e 

an
d 

t g
av

e 
a 

po
si

ti
ve

 m
es

sa
ge

 to
 a

ll 

th
at

 "N
ep

al
 is

 s
af

e 
fo

r 
to

ur
is

m
" a

ft
er

 th
e 

ea
rt

hq
ua

ke
. 

W
e 

ap
pr

ec
ia

te
 y

ou
r 

lo
ng

 t
im

e 
su

pp
or

t 
an

d 
w

ou
ld

 l
ik

e 
to

 t
ha

nk
 a

ll 
m

em
be

rs
 o

f 
M

H
C 

an
d 

th
e 

pe
op

le
 o

f J
ap

an
 fo

r 
yo

ur
 c

on
ti

nu
ou

s 
lo

ve
, g

en
er

os
it

y 
an

d 
co

nc
er

n 
fo

r 
th

e 
pe

op
le

 o
f t

he
 H

im
al

ay
as

.I 
w

is
h 

yo
u 

al
l f

or
 th

e 
go

od
 h

ea
lth

. 
 Th

an
k 

yo
u 

ve
ry

 m
uc

h.
 

Pa
sa

ng
 D

aw
a 

Sh
er

pa
 

- 39 -



 
 
 

穂高町北小学校ＰＴＡによるバザーの収益 45,000 円が集まり、クムジュン校へサッカーボールの購入にと

原田 PTA 会長と青木勇太児童会長ら 4 名が 2005 年 11/18MHC 本部を訪問。他に皆で数ヶ月かけて集めた文

房具も持参しました。 
12/21 日カトマンズ訪問時に、鈴木理事長よりクムジュン校運営委員会パサンダワ氏とクムジュン校を管理

運営しているヒマラヤントラスト(ヒラリー氏の財団)・カトマンズ事務局のツクテン・シェルパ氏に手渡して

きました。クムジュン校では、サッカーボールの他、バレーボールやその備品を購入したいとの事でした。 

 
 
 

2006 年 12/8、 安曇野市穂高北小学校 PTA 役員と笠井花児童会長ら 4 名が MHC 本部を訪問。クムジュン

校への手紙や全校児童で集めた文房具 20 ㎏も持参しました。12/29、カトマンズ訪問時に、鈴木理事長より

クムジュン校運営委員パサンダワ氏とクムジュン校を管理運営しているヒマラヤントラスト・カトマンズ事

務局のツクテン・シェルパ氏に手渡してきました。 

      
文房具 20 ㎏を手渡す                      

 
 

 
 

 
 
 
 
 
この文房具は、カトマンズ国内空港から、エベレスト街道玄関口ルクラへの定期飛行便に乗せられ、ルクラからはポ

ーター等により、クムジュン校まで運ばれました。 

MHC 本部へ文具等持参 
（市民タイムスより） 

ツ
ク
テ
ン
・
シ
ェ
ル
パ 

学校の教室内の学生と先生 

クムジュン校カ事務局へ手渡

す。直ぐに定期便でルクラへ

飛び、エベレスト街道を登り

学生らに手渡される。 

安安曇曇野野市市穂穂高高北北小小学学校校のの児児童童会会・・PPTTAA のの文文具具寄寄贈贈運運動動のの経経過過  

パサンダワ 
ツクテンシェルパ 

    サッカーボールを寄贈 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
寄
贈 

原田会長 鈴木理事長 
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①2009 年 1/12AM9:30 エベレストホテルロビーで、安曇野市立穂高北小学校の校長先生、児童会長からの手紙と

全校児童より集めた鉛筆、ノート、絵の具等 13 ㎏の文具を、クムジュン校運営委員パサンダワさんに手渡しま

した。 
 
 

 
 

 
             
 
 
文具引き渡し現場 

①2009 年 12/17 安曇野市穂高北小学校 PTA 役員と正副児童会長らが MHC 本部を訪問。 
クムジュン校への手紙や全校児童で集めた文房具を持参しました。 

 
 
②2009 年 12/27 クムジュン校訪問。クムジュン校先生 4 人と運営委員らが対応。 

穂高北小学校からの手紙や絵画、全校児童で集めた文房具を渡す。 
 2010.1/4 クムジュン校から返事の手紙をもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥2012 年 12/5(水)、安曇野市穂高北小学校、児童会、PTA、からヒラリースクール・クムジュン校への文具を、

MHC 松本本部事務局へ持参してきます。今回は、 

参加の協力を得て、一人 2㎏弱の荷物にして、計 20 

㎏をカトマンズへ運びます。そしてカトマンズ支部 

奨学事務局長パサンダワ君に引き渡して、クムジュ 

ンへ送ってもらいます。 

 

 
②クムジュン校へ文具を送る運動 
2013 年 12/9、安曇野市穂高北小学校生徒らが、集めた帳面、鉛筆等 
の学校分具約 25 ㎏を、PTA 役員、学校生徒役員、顧問教諭ら 8 名が、 
MHC 本部へ持参。引き渡しを行いました。 
 
これらの文具は、2004 年 4/24～5/3 の花のエベレスト撮影紀行時に、 
参加者が手分けして、直接クムジュン校へ運び、手渡します 

クムジュン校校長室内で文具渡す 

(文具引き渡し、市民タイムス掲載写真から） 

 市
民
タ
イ
ム
ス
か
ら 

穂高北小学生徒ら文具を持参 

 

 訪問にあたり、安曇野市穂高北小学

生徒が一年かけて集めた文具を、校

長先生の手紙を添えて、クムジュン

校の生徒へ持参します。12/19 夕、

PTA、生徒会議長らが、鉛筆、クレ

ヨン、ノート等約 13kg の文具を持っ

て、MHC 本部へ来てくれました。  

③ 2010 年 12 月 27 日 AM9：30、参加者滞在中のアンナプルな 
ホテルへクムジュン校（ヒラリースクール）運営委員のパサン 
ダワ氏が来訪。安曇野市穂高北小学校の文具と絵画、校長先生 
や児童会長の手紙を引き渡しました。 

 これらの文具等は、国際線でルクラへ運ばれ、ポーターに担 
われ、ナムチェバザールを経て、クムジュン校へ運ばれます 

  
クムジュン校運営委員に、穂高北小の文具を手渡す 
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2014 年 MHC は、この春エベレスト撮影紀行Ⅳを実施。4/26 カトマンズから定期便でエベレス

ト山麓のルクラへ飛び、ルクラからは、シェルパ 3 人とポーター6人と共に、エベレスト街道を登

り 4時間でパグディン泊。4/27、8 時間をかけ、途中 600ｍの高度差の急坂を登り、標高 3440ｍの

ナムチェバザール泊。4/28、2 時間程で標高 3790ｍクムジュン村に到着。 

 

午後、ヒラースクール・クムジュン校を訪問し、MHC の建設した学生寮などを視察しながら、マ

ヘンドラ・カセット前校長先生ら、学校関係者と学生らとも交流。その際、安曇野市穂高北小学校

の児童会、PTA が集めた文具を持参し、クムジュン学校へ引き渡しを行いました。この日クムジュ

ン泊。 

       
 

 
●国際協力事業・・ヒラリースクール・クムジュン校維持運営、MHC 奨学基金支援事業と文具寄贈 
①例年実施してきた、安曇野市穂高北小学校からの、クムジュン校への文具寄贈は、去る 2014 年 12/2 夕刻、PTA

会長(当時)より、電話で「中止する旨」伝えてきました。 
創案者の元 PTA 原田匡代会長の 2 人目のお子さんが卒業されて 2 年以上が 
経過し、意義並びに熱意も薄れ、またここ 3～4 年説明会の必要性を当法人 
より、小学校 PTA へお伝えしておりましたが、開催予定も設けられていない 
状況でした。安曇野市穂高北小学校の文具寄贈事業は、終了といたします。  

 
 
●MHC では、これからは、クムジュン校訪問の際、独自に、文具を持参する事とした。。 
 
2014 年 MHC は、冬にゴーキョピーク登頂トレッキングを実施。12 月 29 日 PM2：00 冬季のクムジュン校（ヒ

ラリースクール）訪問。10 年生が補習授業を行っており、3 人の教師に、最近情報を聞き、ＭＨＣが持参した

教育文具、帳面と鉛筆を手渡す。 
 

 
 
 
 
 
 
                                
 
 
 

      
クムジュン校へ MHC の文具を手渡す   クムジュン校の明るい生徒達     クムジュン校の先生 

ネパール国家ラリーグラス咲くナムチェ コンデリを望みクムジュンへ。クムジュン校訪問、文具も引渡す 

エベレスト街道沿いの道端で本を読む子供達 
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ヒマラヤトレッキング エベレスト街道を行く  

エベレスト街道から望む、巨峰エベレスト左 8848ｍとローツェ右 8516ｍの荘厳な輝き 

トレッキング中に出会うネパールヒマラヤの峰々 
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ディンボチェ 4300ｍ附近から仰ぐアマダブラム 6812ｍ 

カラパタールから望む夕闇迫るエベレスト 8848ｍとヌプチェ 7855ｍ 

- 44 -



 
        

 
 

 

 

長野県山岳連盟（当時）が初登頂を成し遂げたギャチュンカン 7952ｍ 

チベットとの国境に屹立するチョオユー8201ｍの威容 
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マナスル左 8163ｍ、ピーク 29右 7871ｍ。いずれも日本隊が初登頂。 

サランコット（約 1680ｍ）から下山する途中、道端の小店に立ち寄り、買い物をしている

と、雲が晴れ、青空にアンナプルナ山群が、空高くその姿を現した。 
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2011 年 1 月 1 日 AM6：30 プーンヒル・ピーク 3194ｍに 14 名が見事登頂する。しばらくで

東の空を橙色に染めて初日の出が昇る。北方のアンナプルナⅠ峰（左）8091ｍ、アンナプ

ルナサウス（右）7219ｍが赤色に照り輝き始めた。 

2011 年 1 月 1 日プーンヒル・ピーク 3194ｍから望む、初日の出に照り輝くダウラギリⅠ峰 8167ｍ。 
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朝陽を浴びて輝くマチャプチャレ 6993ｍ  サランコット 1680ｍから 

夕焼けに染まるアンナプルナⅡ峰 サランコット 1680ｍから 
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クムジュン村から仰ぐタムセルク 6623ｍ 

暮れゆくクムジュン村の家々とアマダブラム 6812ｍ 
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メンダン(経文が刻まれたマニ石)とチョルテン（仏塔）クムジュン校にて 

ネパールの国花ラリーグラスとクスムカングルー6367ｍ 
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「 タムセルク 6623ｍを望み、エベレスト街道を行く」 
ＭＨＣエベレスト撮影紀行Ⅴから 撮影 鈴木雅則 


